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福島県県北建設事務所

平成29年度管内概要

■平成28年度の主な成果
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福島駅
相⾺福島道路

東北中央道

県北建設事務所の管轄エリアは、福島市、⼆本松市、伊達市、本宮市、桑折町、国⾒町、川俣町、
⼤⽟村の４市３町１村の８市町村からなり、中通りの北部に位置しています。

⾯積は、1,753km2で県⼟⾯積の12.7%を占めており、⼈⼝は約48万⼈で県⼈⼝の25.4%となっ
ています。

地形的には、⻄に磐梯朝⽇国⽴公園の⼀⾓をなす安達太良連邦の⼭々が連なる奥⽻⼭脈、東には
阿武隈⾼地、その間には阿武隈川流域の信達平野（福島盆地）と３つの地域から形成されており、多
様な⾃然に恵まれ、果物の豊富な産地となっています。

福島市を中⼼に⾏政機能、教育、⽂化、医療などの都市機能の集積が進んでおり、本県の政治、経
済、⽂化の中⼼的役割を担っている。他に東北⾃動⾞道、東北新幹線、⼭形新幹線などの⾼速交通
網の整備により、⾸都圏や隣接する宮城県・⼭形県と短時間で結ばれ、国道１１５号相⾺福島道路の
整備による相双地域との連携強化や、東北中央道（福島〜⽶沢）の整備による⼭形県との連携強化
も期待されています。

１ 管内の概況

県北地⽅

1



１ 管内の概況

(1) 管理施設

管理施設等 概要

■道路

● 県管理道路
⼀般国道 ： 5路線
主要地⽅道 ：17路線
⼀般県道 ：60路線
計82路線 L=911.6km（改良率：79.8% 舗装率：96.9%）

● 交通不能区間 ：4路線4箇所（L=6.9km）
● 冬季交通不能区間 : 6路線9箇所（L＝71.7km）
● 異常気象時通⾏規制区間：11路線15箇所（L＝105.0km）
● 特殊通⾏規制区間：４路線7箇所（L＝23.3km）

■河川
● 阿武隈川⽔系 ：⼀級河川 82河川
● 指定区間延⻑ ：L＝608.8km
● 要改修区間 ：L＝382.8km
● 改修済延⻑（改修率) ：L＝187.9km（49.1%）

■砂防 ●⼟砂災害危険箇所（1,598箇所）

⼟⽯流 ● ⼟⽯流危険渓流（920渓流）
Ⅰ類：357渓流 Ⅱ類：562渓流 その他：1渓流

うち要対策箇所：346箇所 概成箇所：46箇所 整備率：13.3%
● 砂防指定地：191箇所

地すべり ● 地すべり危険箇所：15箇所 うち概成箇所：6箇所 整備率：40.0%
● 地すべり防⽌区域： 7箇所、⾯積140.04ha

急傾斜地
● 急傾斜地崩壊危険箇所（663箇所）

Ⅰ類：201箇所 Ⅱ類 ：462箇所
うち要対策箇所：177箇所 概成箇所：50箇所 整備率：28.2%

● 急傾斜地崩壊危険区域：70箇所

■都市計画
● 都市計画区域⾯積：60,362ha
● 都市計画道路 ● 県営都市公園

決定延⻑ ：368.55km 公園名：あづま総合運動公園
改良済延⻑ ：210.57km ⾯積 ：98.2ha
改良率 : 57.1%

■県営住宅 ● 県営住宅団地
団地数： 26団地 うち復興公営住宅 10団地
棟数 ： 252棟 143棟
⼾数 ：2,622⼾ 785⼾
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資料：福島県現住⼈⼝調査⽉報、国⼟地理院、国県道現況調書

⼈⼝ ⾯積 ⼈⼝密度

管内道路実延⻑(m)
(H28.4.1)

特殊⽴法
適⽤区分

○：全域指定
△：⼀部指定

（⼈） （k㎡) (1km2当り）

国道

県道

計
⼭
村
振
興

豪
雪

過
疎

都
市
計
画
区
域

（H29.4.1)

A

(H28.10.1)

B A/B 主要地⽅道 ⼀般県道

福島市 291,028 767.72 379.1 83,661 115,046 116,048 314,755 △ △ △

⼆本松市 56,970 344.42 165.4 58,663 44,351 89,141 192,155 △ △

伊達市 61,115 265.12 230.5 64,890 46,661 81,257 192,808 △ △

本宮市 30,789 88.02 349.8 0 30,448 35,119 65,567 △

桑折町 12,079 42.97 281.1 0 2,641 14,361 17,002 △

国⾒町 9,321 37.95 245.6 0 8,275 15,051 23,326 △

川俣町 14,008 127.70 109.7 40,190 14,257 7,740 62,187 △ ○ △

⼤⽟村 8,750 79.44 110.1 0 6,300 30,531 36,831 △ △

合計 484,060 1,753.34 276.1 247,261 271,842 389,219 911,564 

県全体 1,902,950 13,783.74 138.1 1,515,352 1,888,121 2,306,910 5,710,383 

県全体に対す
る割合 25.4% 12.7% 16.3% 14.4% 16.9% 15.8%

注）国道は県管理のみ（国直轄管理含まず）

注）道路合計延⻑は、管轄区域が他市町村に及ぶ場合等があり加算しても合わない場合がある

１ 管内の概況

(2) 管内市町村の概要

市町
村名

区
分
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２ 県北建設事務所概要

(1) 内部組織
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総    務    課

業    務    課

主幹(兼)建築住宅部⻑ 建築住宅課

主幹(兼)保原⼟⽊事務所⻑

業    務    課

総    務    課

主幹(兼)⼆本松⼟⽊事務所⻑

河川砂防課
河川砂防担当 (1)

河川砂防担当 (2)

指導審査担当

営  繕  担  当

 企 画 調 査 課

地域づくり推進担当

主幹(兼)企画管理部⻑

管理調整担当

事 業 部 ⻑

主幹（吾妻⼟湯道路管理担当） 所員

主幹(兼)専⾨技術管理員、専⾨技術管理員

道路計画担当

 道  路  課 道路整備担当 (1)

道路整備担当 (2)

所

⻑

次

⻑

 管  理  課

地域保全担当
【耶⿇郡猪苗代町駐在】（吾妻⼟湯道路管理所）

主幹(兼)総務部⻑  ⾏    政    課 ⾏  政  担  当

⽤ 地 担 当 (1) （福島市・伊達市（旧伊達町）・本宮
市・国⾒町・⼤⽟村） ⽤   地   課

総  務  担  当

総    務    課
経  理  担  当

⽤ 地 担 当 (2) （⼆本松市、伊達市（旧伊達町を除
く）・桑折町・川俣町の⼀部）

（ふくしま復興再⽣道路以外の⼀般事
業（福島市・⼆本松市（⼀部）・伊達
市・本宮市・桑折町・国⾒町・川俣町
（⼀部）・⼤⽟村）

（ふくしま復興再⽣道路の整備及び⼆
本松市（⼀部）・本宮市（⼀部）の⼀
般事業）

（福島市 ・伊達市・桑折町・国⾒町・
川俣町（⼀部）・⼆本松市（⼀部））

（⼆本松市・本宮市・川俣町・⼤⽟
村・福島市（⼀部）・伊達市（⼀
部））

⽤ 地 担 当 (3) （ふくしま復興再⽣道路及び相⾺福島
道路関連）

企画調査担当



1.「元気」と「絆」が⽣まれる地域づくりを⽀援します

地域づくりを基本とした社会資本の整備を⾏い、交流⼈⼝の増加につなげることにより、「元
気」と「絆」が⽣まれる地域を築きます。

社会資本の適正な維持管理や施設の⻑寿命化を計画的に⾏い、⾃然災害から命と財産を守り、社
会資本を健全な状態で次世代へ継承し、「安らぎ」と「ゆとり」が持てる県⺠⽣活を築きます。

⽣活に密着した社会資本の質的改善を⾏い、⽇々の暮らしや住まいの質を向上させることによ
り、「快適さ」と「やさしさ」が息づく⽣活環境を築きます。

2.「安らぎ」と「ゆとり」が持てる県⺠⽣活を確保します

3. 「快適」と「やさしさ」が息づく⽣活環境を提供します

(1) 浜通りの復興を⽀援する連携道路の整備
(2) いで湯回廊・桜回廊などの地域資源を⽣かした観光・産業を⽀援する広域交流活性化のた

めの道路の整備や元気な地域を⽣み出す地域づくり
(3) 県都福島市などと⽥園地域の⼀体的な地域形成のための地域間の道路網整備
(4) ⾼速⾃動⾞道と市街地間とのアクセス強化のための道路整備
(5) 岳温泉やスカイラインなどの地域資源（地域の宝）を⽣かした地域づくり、まちづくりを

地域の⼈々とともに推進

(6) 豪⾬等で被災した県管理施設の早期復旧
(7) 豪⾬・地震などの⾃然災害に強い施設整備
(8) 異常気象時における情報提供・住⺠避難などのソフト対策
(9) 安全で安⼼できる冬期交通の確保
(10) 安全で安⼼して通学出来るための歩道整備及び交差点改良
(11) 県⺠の安全・安⼼を確保する維持管理
(12) 原⼦⼒災害による避難者のための復興公営住宅の整備

(13) 福島市や伊達市などの中⼼市街地の活性化や渋滞解消・快適な歩⾏空間を確保するための
地域と⼀体となった街なか道路の整備

(14) 県営住宅などのユニバーサルデザイン化

安全・安⼼な⽣活環境の整備と⾼次都市機能を⽣かした地域づくり
〜本県の復興をリードし、輝かしい未来へ向かって〜

安全・安⼼な⽣活環境の整備と⾼次都市機能を⽣かした地域づくり
〜本県の復興をリードし、輝かしい未来へ向かって〜

□３つの基本⽅針と14の重点施策

□基本⽬標

２ 県北建設事務所概要

(2) 事業⽅針
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地域の将来像

２ 県北建設事務所概要

(2) 事業⽅針

ライトアップされた「⼗綱橋」
と摺上川（福島市飯坂町）

旧⽻州街道・愛姫も通った宮城県
境「⼩坂峠」（国⾒町）

歴史と⾃然美が息づく国の史跡
名勝「霊⼭」（伊達市）

⼥性だけで担ぐ真結⼥御輿「もと
みや秋祭り」（本宮市）

記録挑戦に盛り上がる
「川俣しゃも祭り」（川俣町）

樹齢800年・さくら回廊のシンボル
「合戦場のしだれ桜」（⼆本松市）

凡例

広域交流軸：

地域交流軸：

過疎・
中⼭間地域：

縦横の連携軸：

収穫を終えた晩秋の農耕地
と「安達太良連峰」 （⼤⽟村）
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道路

52%

公園・街路

8%

河川

4%
砂防

4%

住宅営繕

7%

災害復旧

1%

維持補修

13%

除染

10%

その他

1% 道路
公園・街路
河川
砂防
住宅営繕
災害復旧
維持補修
除染
その他

●平成29年度県北建設事務所予算の内訳

２ 県北建設事務所概要

(3) 予算の状況

●平成29年度県北建設事務所予算の構成⽐
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単位：百万円

予算額及び伸び率 平成28年度 平成29年度 伸び率(%)

計 現年 繰越 計 現年 繰越 現年＋繰越 現年

事業区分 (A) (B) (C) (D) (E) (F) (D/A) (E/B)

道路 7,510.2 5,449.0 2,061.2 12,063.4 8,675.2 3,388.2 1.61 1.59

うち復興再⽣道路 1,704.0 1,704.0 0.0 5,338.7 4,075.8 1,262.9 3.13 2.39

公園・街路 1,059.7 678.6 381.1 1,800.8 957.8 843.0 1.70 1.41

河川 596.6 396.9 199.7 889.9 622.2 267.7 1.49 1.57

砂防 946.2 553.1 393.1 844.6 544.3 300.3 0.89 0.98

住宅営繕 8,238.3 6,239.9 1,998.4 1,552.2 411.8 1,140.4 0.19 0.07

うち復興公営住宅 7,858.7 6,038.7 1,820.0 1,438.1 323.2 1,114.9 0.18 0.05

災害復旧 344.0 0.5 343.5 163.2 19.8 143.4 0.47 39.60

維持補修
(道路・河川・住宅等） 2,778.5 2,487.2 291.3 2,858.8 2,518.4 340.4 1.03 1.01

除染 3,332.7 2,400.5 932.2 2,290.3 2,290.3 0.0 0.69 0.95

その他 200.6 199.7 0.9 220.3 211.2 9.1 1.10 1.06

合計 25,006.8 18,405.4 6,601.4 22,683.5 16,251.0 6,432.5 0.91 0.88

注）予算内⽰後において事業執⾏管理システムより出⼒したものであり、旅費・賃⾦等は含まない
注）復興再⽣道路は「ふくしま復興再⽣道路」の5⼯区の集計



「こころをひとつに⼀歩ずつ！」

組織運営⽬標：基本⽅針（スローガン）

① 私たちは、笑顔で挨拶、さわやかな応対をします。
② 私たちは、丁寧でわかりやすい説明、積極的な広報をします。
③ 私たちは、苦情・要望には感謝の気持ちで現場⾯談、迅速に対応します。
④ 私たちは、「ありがとう」と⾔われる仕事をします。
⑤ 私たちは、「こころをひとつに⼀歩ずつ！」⽬に⾒える形での社会資本の

整備、管理に取り組んでまいります。

① 明るく元気に「あいさつ」し、「さわやか」な職場環境をつくりましょう。
② 速やかな「報・連・相」で円滑に仕事をしましょう。
③ ⽇々の「研鑽」に努め、「適正」に業務を遂⾏しましょう。
④ 慣例にとらわれず、「改善」に努めましょう。
⑤「⽬配り」「気配り」「⼼配り」を⼼掛けましょう。
⑥「きずな」を深め、情報を共有し、協⼒しましょう。

外部⾏動規準 〜県⺠への約束〜

内部⾏動規準 〜職場コミュニティ〜

２ 県北建設事務所概要

(4) 事務所スタンダード
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●意⾒や要望
県⺠からの電話や⼿紙、メール、及び地元代表者などからの陳情・要望活動で寄せられる意⾒

や要望に⽿を傾けています。また、要望のあった箇所について、積極的に地域の⽅々と⼀緒に現
地調査をおこないます。

●計画
地域の⽅々と、ワークショップや懇談会等を通じて、どのようにすれば地域にとってより良く

なるのかを話し合い、対応策を考えます。
例えば、道路に関する要望の場合、その道路を新しく作り替えるのか（バイパス整備）、現在

の道路を広げるのか（現道拡幅）、現在の道路を改修するのか（現道対策）等を地域の⽅々の意
⾒を聞きながら検討します。

●設計
各種調査や測量を⾏い、あらゆる⽅々に使いやすいこと（ユニバーサルデザイン）や、そこに

⽣きている動物や植物の保護・保全等を考えながら、設計を⾏います。
設計の内容については、事業説明会等において、地元の⽅々に説明を⾏い決定します。

●⽤地などの契約
設計図書を基に、現地で⽤地境界線や⽤地買収線を明らかにして、⼟地の権利を持つ⽅々と⽴

会を⾏います。また、⼯事に⽀障となる建物について、⽴ち⼊り調査を⾏います。次に、⼟地や
建物を所有する⽅々の理解を得て、⼯事に必要な⼟地の譲渡や建物の補償を⾏うための契約をし
ます。

●⼯事
⼊札により⼯事を発注して、地域の理解と協⼒のもとに、⼯事を⾏います。
⼯事中は、建設事務所の職員により、発注した施設が適切な⼿順で、設計どおりに作られてい

るかを現場にて随時確認します。
⼯事現場には、⼯事名や⼯事概要、受注者、発注者などの情報を記載した⼯事看板が設置され

るほか、現場責任者には腕章の装着を義務づけています。

●竣⼯
⼯事が終わり施設が完成することを竣⼯と呼びますが、竣⼯後、県の専⾨検査員による検査を

⾏います。これに合格した施設について、施⼯業者から引き渡しを受けて、⼯事が完了します。
⼤規模な⼯事については、地元の⽅々と開通式等を⾏い、これまで協⼒して下さった地域の

⽅々とともに完成を祝います。

●維持管理
修理や⼿⼊れをしながら、施設ができるだけ⻑く使えるように、地域の⽅々と⼀緒に維持管理

をします。
現在、『うつくしまの道、サポート制度』や、『うつくしまの川、サポート制度』によって、

多くの⽅々とともに施設の維持管理を⾏っています。

３ 事業概要

(1) 事業の進め⽅
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●「元気」と「きずな」が⽣まれる地域づくりを⽀援します

 浜通りの復興を⽀援する連携道路の整備

(2) 道路

３ 事業概要

 いで湯回廊や桜回廊などの地域資源を⽣かした観光・産業を⽀援する広域交流活性化のた
めの道路の整備や元気な地域を⽣み出す地域づくり

国道１１４号 ⼭⽊屋１⼯区（川俣町）

・国道１１４号 ⼭⽊屋１⼯区 [川俣町⼩綱⽊]
L=3,080m  W=6.0(9.75)m
H29：物件調査、⽤地補償、改良⼯、

橋梁⼯、トンネル⼯

・国道１１４号 ⼭⽊屋2⼯区 [川俣町⼩綱⽊]
L=1,600m  W=6.0(9.75)m
H29：物件調査、⽤地補償、改良⼯

・国道１１４号 ⼭⽊屋３⼯区 [川俣町⼭⽊屋] 
L=5,300m  W=6.0(9.75)m
H29：物件調査、⽤地補償、改良⼯

・国道３４９号 ⼤綱⽊⼯区 [川俣町⼤綱⽊]   
L=4,220m  W=6.5(10.25)m
H29：物件調査、⽤地補償、改良⼯

【交付⾦事業（道路）（再⽣・復興）】

国道１１４号 ⼭⽊屋２⼯区（川俣町）

・国道３４９号 御代⽥1⼯区 [伊達市⽉舘町]
L=1,120m  W=6.5(9.75)m
H29：⽤地補償、改良⼯ 等

・国道３４９号 梁川バイパス [伊達市梁川町]
L=2,750m  W=6.5(14.5)m
H29：橋梁下部⼯ 等

国道３４９号 梁川バイパス（伊達市梁川町）

【交付⾦事業（道路）】

 県都福島市などと⽥園地域の⼀体的な地域形成のための地域間の道路網の整備

・霊⼭松川線 逢隈橋 [福島市飯野町]
L= 1,200.0 m  W=6.5(10.5)m
H29：旧橋撤去⼯ 等

・本宮三春線 ⾼⽊⼯区 [本宮市⾼⽊]
L=1,500m   W=6.0(12.0)m
H29：⽤地補償、物件調査

霊⼭松川線 逢隈橋（福島市飯野町・松川町）

【市町村合併⽀援道路整備事業】

逢隈橋 完成写真

10
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至福島

(2) 道路

３ 事業概要

⼆本松⾦屋線 上ノ橋（本宮市仁井⽥）

架橋位置

現上ノ橋

・ ⼆本松⾦屋線 上ノ橋⼯区 [本宮市仁井⽥]
L=670m W=6.0(10.5)m
H29：橋梁下部⼯2基、改良⼯

・ ⽯筵本宮線 ⽟井⼯区 [⼤⽟村⽟井]
L=2,230m W=6.0(8.0)m
H29：改良舗装⼯、旧道処理⼯

【交付⾦事業（道路）】

 ⾼速⾃動⾞道と市街地間のアクセス強化のための道路整備

⼟湯温泉線 中町（福島市松川町）

東北中央道へのアクセス道路
・上名倉飯坂伊達線 ⼤笹⽣１⼯区

[福島市⼤笹⽣]
L= 1,150m  W=6.5(15.0)m
H29：改良舗装⼯

・上名倉飯坂伊達線 ⼤笹⽣２⼯区
[福島市⼤笹⽣]

L= 2,060m  W=6.5(15.0)m
H29：物件調査、設計 等

上名倉飯坂伊達線（福島市⼤笹⽣）福島⼤笹⽣IC

【道路橋りょう改良事業（県単）】

福島松川スマートIC へのアクセス道路
・ ⼟湯温泉線 中町⼯区 [福島市松川町]

L=420m W=6.0(12.0)m
H29：⽤地補償

⾄⽶沢

平成28年9⽉11⽇
東北中央⾃動⾞道
福島JCT〜福島⼤笹⽣IC間開通

11



(3) 河川

３ 事業概要

●「安らぎ」と「ゆとり」が持てる県⺠⽣活を確保します

安達太⽥川（⼆本松市太⽥）開削護岸

【交付⾦事業（河川）】

蛭川（福島市瀬上町） 開削護岸

・広瀬川 [川俣町] L= 3,130 m  H29：開削護岸⼯
・蛭川 [福島市瀬上町] L= 1,800 m  H29：開削護岸⼯
・東根川(⽀川古川)[伊達市保原町] L= 7,696 m  H29：橋梁上部⼯
・伝樋川 [伊達市梁川町] L= 3,400 m  H29：橋梁下部⼯
・安達太⽥川 [⼆本松市太⽥］ L= 811 m H29：橋梁上・下部⼯ 等

みなさんの⽣命や財産を守るため、⽔害の危険がある河川の河積を拡⼤することや、堤防を築
造したり、川の幅・深さを広げたりすることなどが河川の⼯事です。

伝樋川 氾濫状況（H14） 河川改修後
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⼟⽯流やがけ崩れ、地すべりなどの⼟砂災害が発⽣するおそれのある箇所において、みなさん
の⽣命や家、公共施設等を守るため、砂防ダムや擁壁⼯などの⼯事を⾏います。

(4) 砂防

３ 事業概要

 豪⾬・地震などの⾃然災害に強い施設整備

・⽻根⼭ [福島市⼤笹⽣] H29 ：法⾯⼯
・上ノ台 [川俣町] H29 ：待受擁壁⼯
・松⽊下 [⼆本松市⽊幡] H29 ：法⾯⼯ 等

【交付⾦事業（砂防）】

【交付⾦事業（急傾斜）】

・東⼋川、藤⼊川 [福島市松川町] H29 ： 付け替え道路（橋梁上部⼯）、砂防えん堤
・七曲の沢 [川俣町] H29 ： 砂防えん堤 等

待受擁壁⼯（⽻根⼭地区）[福島市⼤笹
⽣]

砂防えん堤（彦平沢１号） [伊達市霊⼭町]
平成28年度竣⼯

平成25年8⽉豪⾬により被災

【交付⾦事業（砂防）】 砂防えん堤（後沢川筋）[⼆本松市⻄新殿]
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(4) 砂防

３ 事業概要

【緊急砂防等災害関連事業（急傾斜）】

 異常気象時における情報提供・住⺠避難などのソフト対策

1,598箇所の調査を実施し公表する（⽬標：平成30年度まで）

急傾斜地の崩壊
傾斜度が３０°以上である⼟地
が崩壊する現象

地すべり
⼟地の⼀部が地下⽔等に起因し
て滑る⾃然現象

⼟⽯流
⼭腹が崩壊して⽣じた⼟⽯等⼜は
渓流の⼟⽯等が⽔と⼀体となって
流下する⾃然現象

【⼟砂災害危険区域基礎調査】

法⾯処理（中ノ内地区）[伊達市梁川町⼭⾈⽣]

 豪⾬等で被災した県管理施設の早期復旧

・中ノ内 [伊達市梁川町⼭⾈⽣] H29：法⾯処理

H27.9 関東・東北豪⾬による崩落
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あづま総合運動公園は、広域都市公園として昭和42年に明治百年記念事業の⼀つとして計画されたのが始
まりで、平成7年にふくしま国体のメイン会場として使⽤されたあづま陸上競技場をはじめ、あづま総合体
育館、あづま球場等のスポーツ施設のほか、サイクルスポーツ広場、トリムの森等のレクリエーション施設
があり、⼈々の⼼⾝のリフレッシュや健康づくりに応えるための様々な施設が整備されています。

県北建設事務所では、利⽤者が快適にスポーツや散歩ができるようにスポーツ施設やレクリエーション施
設の維持修繕に努めています。

なお、野球場につきましては、2020年の東京オリンピック・パラリンピック、野球・ソフトボール競技
の⼀会場となっております。

※公園の運営と⽇常管理は指定管理者（公益財団
法⼈福島県都市公園・緑化協会）に委託してお
ります。

(5) 公園

３ 事業概要

【あづま総合運動公園の管理】

陸上競技場

野球場
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公園名 種別
都市計画決定（最終）

開設面積 主要施設
面積 年月日 番号

あづま総合
運動公園

広域 98.2ha H4.11.24
福島県告示第

1272号
98.2ha

陸上競技場
野球場

総合体育館
広場

ｻｲｸﾙｽﾎﾟｰﾂ広場
民家園

平成29年4⽉1⽇現在



⼗綱橋ﾗｲﾄｱｯﾌﾟ＆まちづくり活性化⽀援
・福島飯坂線 （福島市）

(6) 地域づくり

３ 事業概要

［福島駅前通りリニューアル整備］

福島駅前通り（県道 福島停⾞場線）は、福島駅
東⼝から国道13号に⾄る駅前地区の中⼼的道路です。
しかし、歩道の傾斜やアーケードの⽼朽化、それら
に加え店舗撤退等や利⽤者の減少といった課題を抱
えています。

そのため、県、福島市、地元が連携し、快適・安
全でゆとりある⼈にやさしい歩⾏環境の形成、沿道
店舗等と道路空間が⼀体となって賑わいを創出する
ことを⽬指し、平成30年3⽉の完成を⽬標に道路空
間の再整備を⾏なっています。

福島停⾞場線 完成イメージ
（福島駅側から国道１３号⽅⾯を望む）

［⼆本松市岳温泉地区(国道459号)］

平成18年度から「地域づくり懇談会」を開催し、
地元の⽅々との意⾒交換を通して、岳温泉の活性
化について話し合いを続けています。

この取り組みにより、地元の要望であった国道
459号の歩道設置⼯事を実施しています。

【地域づくり・まちづくりを⽀援しています】

魅⼒ある地域づくりや地域の活性化を図るため、
『元気ふくしま、地域づくり・交流促進事業』を実
施しています。

① 地域のみなさんが主役となり、地域の歴史や⽂化
などの地域資源を活⽤して、「個性と魅⼒ある美
しい地域づくり」や「交流⼈⼝の拡⼤」について
の施策を、地域のみなさんや市町村、関係団体等
と連携しながら策定していきます。

② 施策については、県や地域のみなさん、市町村、
関係団体等が役割分担し、ソフト・ハード両⾯か
ら推進することにより、地域に愛着と誇りをもち、
活気のある地域社会の実現を⽬指します。

③ 他地区との交流・連携や他事業（サポート事業や
まちづくり交付⾦事業等）と組み合わせにより、
広域的で、より充実した地域づくりを⽬指します。
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今なお避難⽣活を続ける⽅々に対して安全・安⼼な住まいを提供するため、復興公営住宅を建
設しています。

・地域のシンボルとして親しまれる校舎や交番をつくっています
経年劣化による⽼朽化や教育課程の変更などを受け、新しい校舎の建設を実施しています。また、

警察官が地域の安全と平穏を確保するために、駐在所などの建設を実施しています。

・誰もが安全で使い易い建物にするために段差をなくしたり⼿すりをつけたりしています
多くの様々な⼈が利⽤する公共建築物において、「ある特定の⼈のための特別な配慮」というバ

リアフリーの考え⽅を⼀歩進めたユニバーサルデザインの考え⽅を取り組んでいます。

⽇本列島はその成り⽴ちから地震と深く関係して
おり、平成7年1⽉に発⽣した兵庫県南部地震をは
じめとして、新潟県中越地震、岩⼿宮城内陸地震な
どから最近の熊本地震まで各地で⼤きな地震が発⽣
し、多くの被害が出ています。

中でも平成23年3⽉11⽇に発⽣した、千年に⼀度
というM9.0の東北地⽅太平洋沖地震では、本県の
公共建築物においても⼤きな被害を受けました。

公共建築物は防災拠点施設、避難施設等として重
要な役割を担っているため、⼤災害に備えて耐震補
強⼯事を⾏っています。 耐震ブレース《福島商業⾼校（福島市）》

(7) 建築住宅

３ 事業概要

●「安らぎ」と「ゆとり」が持てる県⺠⽣活を確保します

 原⼦⼒災害による避難者のための復興公営住宅の整備

 豪⾬・地震などの⾃然災害に強い施設整備

復興公営住宅 《若宮団地（⼆本松市）》
RC(PC)造4階建て32⼾(5/17竣⼯)

復興公営住宅 《表団地（⼆本松市）》
RC(PC)造4階建て44⼾(5/23竣⼯)
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・みなさんの⽣命・健康・財産・安全を守るため

みなさんの⽣命、健康および財産の保護を図るとともに、建築物を利⽤する⼈の安全を
守るため、以下の業務を⾏っています。

①建築物の検査

建築物が完成した時の検査はもとより、共同
住宅等で⼀定規模以上のものについては、完成
後に⾒えなくなる構造部分等を確認するため、
中間検査を⾏っています。

②違反建築の取り締まり

違反⾏為の未然防⽌や改善を図るため、関係
市町村との連携による定期パトロールを実施す
るとともに、必要な改善指導を⾏っています。

③建築物の⽴⼊調査

不特定多数の⼈が利⽤する建築物に対して、
関係消防署と合同で⽴⼊調査を⾏い、維持管理
に関する改善指導を⾏ったり、建築物や建築設
備に関する各種相談に対応しています。

④適正な廃棄物処理の誘導

建築⼯事等から発⽣する資材の再資源化等を
促進し、環境の保全を図るため、解体⼯事等の
内容について報告を受けたり、定期的なパト
ロール等を実施しています。

(7) 建築住宅

３ 事業概要
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・建築物に関する申請、届出、相談を受けています

【主な申請・届出等】
①「建築基準法」に基づく各種⼿続（建築確認・中間検査・完了検査・定期報告等）

建築物等を建築する場合に事前に内容を審査するとともに、建築⼯事の中間や完成時
の検査等を⾏っています。

また、不特定多数の⼈が使⽤する⼀定規模以上の建築物や建築設備については、所有
者に定期的な報告を求め、維持管理等の適正等を審査しています。

②「⼈にやさしいまちづくり条例」に基づく届出
不特定多数の⼈が使⽤する⼀定規模以上の施設を新築・増改築等する際に「⼈にやさ

しいまちづくり条例」で定めた基準への適合を審査しています。

③「省エネ法（省エネルギーの使⽤の合理化に関する法律）」に基づく届出
⼀定規模以上の建築物を新築・増改築等する際に、建物本体、照明・空調・換気設備

等の消費エネルギーが、省エネ法で定める基準値以下となっているか事前に審査してい
ます。

④「建設リサイクル法（建設⼯事に係る資源の再資源化等に関する法律）」に基づく届出
⼀定規模以上の建築物や⼯作物を解体、新築・増築等する際に発⽣するコンクリート

や⽊材等の廃棄物について、適正に再資源化等が⾏われているか審査しています。

⑤「⻑期優良住宅の普及の促進に関する法律」に基づく認定
⻑期にわたり良好な状態で使⽤するための措置がその構造及び設備について講じられ

た優良な住宅について審査しています。

【各種相談窓⼝等】
上記業務のほか、下記のような相談や情報提供も⾏っています。

①⾼齢者向け住宅に関する情報提供
「⾼齢者の居住の安定確保に関する法律」に基づき、⾼齢者向けの賃貸住宅、または、

有料⽼⼈ホームであって、基準を満たすサービスを提供する事業者は、サービス付き⾼
齢者向け住宅について、都道府県知事の登録を受けることができます。

②その他の相談
住宅リフォームや、シックハウス、アスベスト等に関する相談も受け付けています。

建築に関するその他の問題も含め、お気軽にご相談ください。
（福島市内の案件は、福島市役所が対応します。）

(7) 建築住宅

３ 事業概要
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●道路パトロール

県の管理する道路の状況や交通の状況を常に把握し、道路及び付属物の異常や不法占⽤等に対
して適切かつ迅速な措置を講じて道路を常に良好に保つために⾏っています。

●河川パトロール

県の管理する河川を清潔かつ良好な状況に保ち、かつ正しい利⽤に供し、河川管理の万全を期す
るために⾏っております。

またパトロールにおいては重点区間を設定し、県管理河川を⽉２回程度実施しております。(重点
区間とは市街地、重要⽔防区域、重要構造物、不法投棄箇所、地元要望箇所の区間となります。)

パトロールは⾏政職１名、運転⼿１名、河川巡視員１名の計３名で⾏っております。

(8) 維持管理 道路・河川パトロール

３ 事業概要

□パトロール種類
1）平常時パトロール

・下記以外のパトロール、各⽉の重点項⽬を設定し、⾏政職１、運転⼿１、道路補修員１の
3名1班とし、２班体制にて実施

2）異常時パトロール
・⼤⾬等の注意報が発令された段階以降のパトロール及び建設事務所⻑⼜は⼟⽊事務所⻑が

異常時と判断し、指⽰したパトロール
3）地震時パトロール

・震度４以上の地震が発⽣した段階においてのパトロール
4）主要構造物パトロール

・主要な構造物を定期的に点検するためのパトロール
5）夜間パトロール

・県管理照明灯の切れがないか確認する等のパトロール

道路の異常を点検している様⼦舗装⽳埋め
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●⽔防⾮常配備体制

①地⽅⽔防本部体制とは

②地⽅⽔防本部体制

⼀般災害、地震災害等の危機管理に対応するため、⼟⽊部の災害時配備体制の区分に
従い、建設事務所・⼟⽊事務所に「地⽅⽔防本部」を設置することとしています。

⽔防第⼀配備体制
○警報発令時及び震度４以上の地震発⽣時

６班（⼟⽊事務所は２〜３班）の輪番。⼀班は８名程度で構成。

⽔防第⼆配備体制
○警報発令中で災害の恐れがある場合及び震度５弱以上の地震発⽣時

所属の約半数で構成。⼟⽊事務所は県北からの応戦班あり。

⽔防第三配備体制
○⼤規模災害が発⽣する恐れがある場合及び 震度６弱以上の地震発⽣時

所属⼈数の全員を動員する完全な体制とする。

③各分担

区分 役割１ 役割２ 役割３ 役割４

班指導者 現場情報の総括 緊急ﾊﾟﾄﾛｰﾙの総
括

情報連絡班の総
括

⼀般者等の広報
対応

災害情報
連絡班 現場の情報収集

維持委託業者を
含む緊急ﾊﾟﾄﾛｰﾙ
の連絡指⽰

災害や事故等の
情報収集

流総ｼｽﾃﾑによる
気象情報の監視
や報告

観測巡視班 緊急ﾊﾟﾄﾛｰﾙの実
施

災害や事故など
の現場指揮

⼟砂災害情報
連絡班

⼟砂災害の情報
収集

⼟砂災害警戒情
報の受信や発信

⼟砂災害の調査
や報告

住宅情報
連絡班

本庁建築総室と
の連絡

住家や公共建物
の被害に関する
情報収集

他機関からの情
報収集

情報総括班 各種情報の取り
まとめ

副本部⻑への報
告

本庁各課への報
告

他機関からの情
報収集

(8) 維持管理 危機・災害対応①

３ 事業概要

21



H28豪⾬及び台⾵7,9,10号被災状況

福島吾妻裏磐梯線塩野川

●管内⼟⽊施設災害復旧状況（平成25、27、28年災）

【H25.7.27〜8.6豪⾬及び台⾵18号】

災害査定状況
査定決定箇所 着⼯箇所 着⼯率 完了箇所 完了率

A A' B B' B/A C C' C/A
件数 ⾦額（千円） 件数 ⾦額（千円） （％） 件数 ⾦額（千円） （％）

⼆本松⼟⽊事務所管内 河川 66 551,774 66 654,455 100.0% 66 612,432 100.0%
道路 15 63,474 15 77,673 100.0% 15 79,369 100.0%

合計 81 615,248 81 732,128 100.0% 81 691,801 100.0%

【H27.9.9〜9.11豪⾬及び台⾵18号】

災害査定状況
査定決定箇所 着⼯箇所 着⼯率 完了箇所 完了率

A A' B B' B/A C C' C/A
件数 ⾦額（千円） 件数 ⾦額（千円） （％） 件数 ⾦額（千円） （％）

県北建設事務所管内 河川 10 166,584 10 165,231 100.0% 6 78,507 60.0%
道路 4 94,323 4 94,593 100.0% 4 94,593 100.0%

保原⼟⽊事務所管内 河川 41 770,648 41 745,847 100.0% 8 160,143 19.5%
道路 22 313,345 22 327,391 100.0% 5 95,744 22.7%

⼆本松⼟⽊事務所管内 河川 19 340,136 19 323,500 100.0% 11 189,555 57.9%
道路 6 53,841 6 54,277 100.0% 3 39,789 50.0%

合計 102 1,738,877 102 1,710,849 100.0% 37 658,331 36.3%

【H28.8.16〜8.31豪⾬及び台⾵7,9,10号】

災害査定状況
査定決定箇所 着⼯箇所 着⼯率 完了箇所 完了率

A A' B B' B/A C C' C/A
件数 ⾦額（千円） 件数 ⾦額（千円） （％） 件数 ⾦額（千円） （％）

県北建設事務所管内 河川 6 133,942 0 0 0.0% 0 0 0.0%
道路 4 61,081 0 0 0.0% 0 0 0.0%

保原⼟⽊事務所管内 河川 1 12,289 1 4,536 100.0% 0 0 0.0%
道路 3 16,252 3 17,352 100.0% 0 0 0.0%

⼆本松⼟⽊事務所管内 河川 3 37,700 0 0 0.0% 0 0 0.0%
道路 0 0 0 0 0.0% 0 0 0.0%

合計 17 261,264 4 21,888 23.5% 0 0 0.0%

平成29年3⽉31⽇現在

⼯種

⼯種

⼯種

(8) 維持管理 危機・災害対応②

３ 事業概要
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道路法、河川法による占⽤許可や、都市計画法による開発許可、建設業法に基づく建設業許可および
経営事項審査、宅建業法に基づく免許登録、建築⼠法に基づく建築⼠事務所の定期報告、県営住宅の
⼊居決定や特殊⾞両の通⾏許可などの事務を⾏政課で⾏っています。

①道路や河川の⼀部を使うような場合(道路法、河川法)
⾞の出⼊り⼝を新しく作るため、側溝に蓋を掛けたり、縁⽯ブロックを撤去する場合は道路管理者の承

認が必要です。また、道路を使⽤する場合は、警察署の使⽤許可と道路管理者の占⽤許可の両⽅が
必要な場合があります。河川に対して⾃由使⽤の範囲を超える使⽤には、河川管理者の許可が必要で
す。

②「開発」という⾔葉をよく聞きますが、何のことですか(都市計画法)
都市計画法においては、「開発⾏為」を⾏うことを⾔います。法律では「主として建築物の建築⼜は特

定⼯作物の建設の⽤に供する⽬的で⾏なう⼟地の区画形質の変更をいう。」と定められています。例えば、
建築物を建築することなどを⽬的に、造成⼯事をしたり、農地から宅地へ⼟地の利⽤状況を変更するなど
です。開発⾏為をしたい⼟地の都市計画区域区分、規模や⽤途などにより制限があり、許可が必要とな
ります。

③建築⼠事務所・建築⼠の登録をするには(建築⼠法)
1. 建築⼠事務所

平成22年7⽉1⽇より、建築⼠事務所登録申請等に関する窓⼝は、指定登録機関（福島県建
築⼠事務所協会）となりました。

社団法⼈福島県建築⼠事務所協会 福島市五⽉町4-25 TEL 024-521-4033
2. 建築⼠免許

平成22年7⽉1⽇より、建築⼠登録申請等に関する窓⼝は、指定登録機関（福島県建築⼠
会）となりました。

社団法⼈福島県建築⼠会 福島市中町4-20 TEL 024-523-1532

※「設計等の業務に関する報告書」は毎年事業年度終了後３⽉以内に建設事務所⾏政課に提出し
てください。

④県営住宅に⼊居するには

県営住宅の⼊居者募集等については、特定⾮営利活
動法⼈循環型社会推進センター（県北地区県営住宅
管理事務所）へ委託しています。
詳しくは、ホームページをご覧ください。
URL：http://www.npo-junkan.jp/

(9) 許認可 各種認可事務等

３ 事業概要
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⾏政課は許認可事務の窓⼝です。許認可を受けるため、また、許認可を受けてから何らかの変更が⽣じ
た場合には各法律等に基づいた⼿続きが必要です。種々のケースがありますが、不明な点があれば気軽にご
相談・お問い合わせください。

①道路・河川の使⽤、占⽤に関する申請
道路の⼯事の承認、道路の占⽤許可や河川使⽤及び占⽤に関する申請は、内容により添付する書

類が異なりますので、事前にお問い合わせください。

②建設業許可申請及び許可の変更届
⼀定の⾦額以上の建設⼯事を請け負う場合には、建設業の許可が必要です。許可申請に当たっては、

許可の要件を満たしていなければなりません。要件に合致している場合には、所定の書類を添えて申請し
ていただきます。なお、申請には、⼿数料（福島県収⼊証紙）が必要となります。新規許可の場合9万
円、許可の更新の場合5万円がかかります。決算年度終了後４ヶ⽉以内に変更届を提出する必要があ
ります。

また、許可を受けた後に許可申請の内容に変更が⽣じた場合にも、決められた期限内に変更届を提
出する必要があります。

③宅建取引業者免許申請及び宅建取引⼠登録申請と変更届出
1. 宅地建物取引業者免許申請

新規の申請および更新を受け付けています。宅地建物取引業者免許申請書に所定の書類を添付
して申請してください。なお、申請⼿数料（福島県収⼊証紙）は、33,000円です。

2. 宅地建物取引⼠登録申請
福島県が実施する宅地建物取引⼠資格試験合格者の宅地建物取引⼠登録を受け付けています。
宅地建物取引⼠登録申請書に所定の書類を添付して申請してください。なお、申請⼿数料（福島
県収⼊証紙）は、37,000円です。

※「宅地建物取引業者免許申請」「宅地建物取引⼠登録申請」とも、登録事項に変更があった場合
には、変更内容に応じた変更届が必要となります。

④都市計画法による許可・証明書申請（福島市、⼆本松市、伊達市を除く）
都市計画区域（市街化区域・市街化調整区域）及びその他の区域において、開発許可⼜は建築

許可が必要な場合には、許可申請が必要です。また、市街化調整区域内等で建築確認を受ける場合、
都市計画法に適合していること（開発許可不要であること）を証する書⾯の交付(＝都市計画法施⾏
規則第60条による証明)が必要となります。

(9) 許認可 各種許認可に関する⼿続き

３ 事業概要
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４ 沿革

明治 18 年 道路看守制が設けられ、看守2名をして万世⼤路（現国道13号線）の修繕を⾏う。
明治 22 年 道路補修は⼀時郡役所に移管される。
明治 27 年 北部⼟⽊区の設置 ((東部→富岡、⻄部→若松、南部→須賀川) ４⼟⽊監督区とする。)
明治 38 年 福島⼟⽊監督所と改め、信夫・伊達・安達及び安積郡の⼀部を管轄し事務所を県庁内に設ける。
⼤正 14 年 事務所を県会議事堂内に移転。
昭和 10 年 福島市上浜町３番地に移転。
昭和 19 年 保原⼟⽊監督所の設置（伊達⼀円 県内16監督所となる。）
昭和 21 年 ⼆本松⼟⽊監督所の設置（安達郡）
昭和 30 年 機構改⾰により⼟⽊事務所と改称。
昭和 35 年 福島市桜⽊町４－６に新築移転。
昭和 44 年 機構改⾰により福島建設事務所と改称し、保原⼟⽊事務所・⼆本松⼟⽊事務所の⾏政区域を包括

した。
(両⼟⽊事務所は名称をそのまま、事業規模を縮⼩し、建設事務所⻑の管轄となる。)

昭和 46 年 県庁⻄庁舎の新築により、4階北側に移転。
昭和 48 年 福島市⿊岩地内に道路舗装補修作業⾞両・補修員待機所を、福島建設事務所⿊岩分室として新

築。
昭和 49 年 ６課16係２⼟⽊事務所となる。
昭和 53 年 ７課15係２⼟⽊事務所となる。
昭和 58 年 保原合同庁舎の新築により、保原⼟⽊事務所は同庁舎２階（現在地）に移転。
昭和 60 年 ⼆本松合同庁舎の新築により、⼆本松⼟⽊事務所は同庁舎２階（現在地）に移転。
昭和 63 年 ７課16係２⼟⽊事務所となる。
平成 元 年 ８課16係２⼟⽊事務所となる。
平成 2 年 ７課16係２⼟⽊事務所となる。
平成 3 年 事務所を県庁東分庁舎4階（現在地）に移転。
平成 4 年 ７課17係２⼟⽊事務所となる（国体関連事業係新設）
平成 6 年 ８課17係２⼟⽊事務所となる。

機構改⾰により県北建設事務所と改称。
平成 8 年 組織改正により国体関連事業係を廃⽌し、道路第３係を新設。
平成 14 年 六⾓川床上浸⽔対策室を新設。
平成 15 年 グループ制導⼊による組織改正。
平成 18 年 六⾓川床上浸⽔対策室を廃⽌し、六⾓川整備担当を設置。
平成 20 年 グループ制を廃⽌し、2部10課2⼟⽊事務所となる。
平成 21 年 六⾓川整備担当を廃⽌。
平成 22 年 組織改正により都市・施設課を廃⽌し、管理課を新設。
平成 23 年 3⽉11⽇の東⽇本⼤震災により事務所を移転

総務部、企画管理部、事業部は、福島市中町7番17号「中町会館」
建築住宅部は、福島市⼤町７番２５号「アクティ⼤町」

平成 26 年 吾妻⼟湯道路管理所の新設
平成 28 年 県庁北庁舎へ事務所を移転（8⽉29⽇）
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５ 管轄図
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●県北建設事務所
〒960-8670
福島市杉妻町2-16 県庁北庁舎６階
・総務課 ・⾏政課 ・⽤地課
・企画調査課 ・管理課 ・道路課
・河川砂防課 ・建築住宅課

TEL 024-521-2494 FAX 024-521-2849
E-mail kenpoku.ken@pref.fukushima.lg.jp

６ 位置図

県北建設事務所
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●保原⼟⽊事務所
〒960-0634
伊達市保原町⼤泉字⼤地内124番
保原合同庁舎２階
TEL 024-575-2151
FAX 024-574-2019
E-mail hobara.doboku@pref.fukushima.lg.jp

●⼆本松⼟⽊事務所
〒964-0915
⼆本松市⾦⾊424番地の1
⼆本松合同庁舎２階
TEL 0243-22-1151
FAX 0243-62-2019
E-mail nihonmatsu.doboku@pref.fukushima.lg.jp

●吾妻⼟湯道路管理所
（耶⿇郡猪苗代町駐在）

〒969-2751
耶⿇郡猪苗代町若宮字朴⽊平甲2963番地の9
TEL 0242-64-3478
FAX 0242-64-3479

≪幹線道路の異常を発⾒したら≫
道路緊急ダイヤル＃９９１０へ(24時間受付)
※ダイヤル式電話ではご利⽤になれません

≪緊急通報以外の道路相談は≫
「道の相談室」0120-106-497へ(24時間受付)

E-mail：michiq-a@thr.mlit.go.jp

６ 位置図

保原⼟⽊事務所・⼆本松⼟⽊事務所・吾妻⼟湯道路管理所
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〒960-8670 福島市杉妻町2-16 福島県庁北庁舎６階

電話(024)521-2494

県北建設事務所

県北建設事務所 検 索


